
古
車
な
曲
日
曜
ハ
数
寧
は
ベ

I
ヲ
〉
品H

本庁管内 70.82[ 
大野 17 ， 572

旭 4.[68
神 隠 弘田Z

城島 1 ，941

金関 2，058

土沢 3，793

問時 1.572
念目 4，441人

-6 }l 1 臼混在一

穣轟~~聾怨言言語欝畠撞務経認襲覇

人口総監 110,367 

世帯李総数 24.421 

7行場面積 67 ，97km

人口密度 1 ,619 

前月比・世帯増田 人口

社会増 3胡 自然増 119

待
裂
の
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
問
中
匁
省
で
は
、
伝
染
伎
小
児
マ
ヒ
〈
急
性
咋
省
関
礎
)
の
全
額

約
流
行
の
哲
ざ
し
に
対
す
る
緊
急
行
政
措
震
と
し
て
ソ

l
ク
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
は
別
に
一
千
一
一
一
首
万
人
分
の
生

ワ
ク
チ
ン
を
輸
入
、
と
れ
を
障
の
寅
伎
に
お
い
て
満
一
一
一
か
月
以
上
六
才
ま
で
の
子
全
員
に
無
料
で
接
頭
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
七
月
間
同
日
厚
生
管
に
全
国
出
衛
生
部
長
問
主
管
課
長
会
談
を
招
集
早
急
な
実

施
を
指
示
し
ま
し
た
。
翌
五
日
、
神
祭
川
県
で
は
県
下
保
健
午
前
長
会
議
宇
ひ
ら
い
で
笑
施
方
沖
出
を
宮
め
県
下
各
市

町
村
に
遜
知
し
て
吉
ま
し
た
。

と
れ
に
も
と
づ
い
て
市
街
信
課
で
は
、
一
防
接
種
を
受
け
た
い
場
合
は
、
次
の
一
回

七
月
二
十
五
日
か
ら
一
一
週
潟
市
内
十
九
一
領
に
よ
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
場
に
わ
た
る
巡
回
緩
糧
自
制
慨
を
古
島
一
マ
実
施
主
体
・
神
奈
川
県
(
保
健
所
〉

同
時
に
接
種
謀
議
者
の
申
し
込
山
貯
受
け
一
円

v
接
語
対
象e
七
月
一
日
現
在
で
精
一
一

付
け
を
間
開
始
し
ま
し
た
。
衛
生
設
の
捻
一
か
月
以
上
六
オ
ま
で
ハ
小
学
伎
を
時

計
ず
る
市
内
の
該
当
児
は
約
一
万
一
千
一
く

U
の
子
￡
援
療
を
諦
援
す
る
者
。

人
で
す
。
一
マ
媛
麓
料
金
@
無
籾
で
す
。

伝
染
性
小
児
マ
ヒ
e

生
ワ
ク
チ
ン
の
予
一
マ
接
騒
方
法
・
総
山
一
一
か
月
か
ら
一

J 11 

総
体
予
算
一
一
一
一
一
憶
丹
台
に
落
ふ
り
る

定
友
財
源
か
ら
一
日
も
早
く
市
の
同
州
政
曹
予
算
の
う
ご
宮
・
一
般
特
別
全
会
計

一
般
特
別
を
解
放
し
た
い
」
と
革
践
に
認
め
て
い
を
合
算
し
た
需
の
総
体
予
輿
績
は
昨

鼻
総
額
は
ま
す
。
し
た
が
っ
て
山
財
政
課
で
は
「
一
一
一
年
九
月
末
一
一
十
四
億
円
台
に
の
り
ま

一
十
一
一
一
億
五
千
九
百
万
余
内
に
逮
し
、
十
五
結
度
五
平
方
円
程
度
の
黒
牢
額
を
し
た
か
、
年
度
後
期
に
お
と
っ
た
競

一
に
対
す
る
実
際
の
収
支
は
安
定
し
予
想
し
て
い
た
が
川
階
競
馬
の
事
故
に
馬
事
件
に
よ
っ
て
桝
少
壱
余
儀
な
く

一
一
営
ぞ
行
な
う
こ
と
が
で
嘗
て
一
一
一
方
よ
っ
て
大
宮
な
収
入
減
が
長
じ
た
の
で
ぎ
れ
最
終
予
算
待
惑
は
一
一
十
一
一
一
億
五

一
は
四
千
四
百
万
余
円
の
収
入
超
過
決
算
の
結
果
最
終
的
に
は
こ
千
羽

2
五
千
九
百
万
内
台
に
諮
ち
ま
し
た
。

一
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
ナ
。
し
か
百
万
円
極
度
の
黛
字
額
を
惑
す
こ
と
に
と
の
閣
の
予
算
の
追
加
盟
涯
の
状
況

年
度
末
ち
か
く
市
営
山
川
崎
競
馬
で
な
る
と
恩

5
e

市
の
黒
字
額
は
一
一
一
十
協
を
各
会
計
到
に
み
ま
す
と
、
①
一
般

予
定
し
た
収
年
度
閉
山
平
一
一
一
十
万
円
に
達
し
て
い
た
か
会
計
で
は
、
事
務
能
盤
化
の
た
め
の

て

簡
易
水
道
事
業
会
計
に
隠
階
城
島
地

区
簡
易
水
道
新
設
費
な
ど
で
世
田
一
一
一
十

九
万
円
壱
追
加
、
そ
の
最
終
予
察
績

を
国
保
七
千
八
百
万
余
問
、
簡
易
水

道
一
一
一
千
二
百
万
余
円
と
し
ま
し
た
。

と
れ
と
は
逆
に
、
競
馬
事
業
会
計
は

川
崎
競
馬
事
件
が
あ
っ
て
開
催
臼
が

一
日
だ
け
と
な
っ
た
た
め
、
収
入
額

の
減
少
に
と
も
な
う
二
億
三
千
一
一
一
百

万
円
の
予
算
減
額
を
行
な
い
最
終
予

算
額
を
六
億
台
か
ら
四
億
一
一
一
干
万
円

台
に
引
嘗
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
国

侠
診
療
所
会
計
も
若
干
の
減
額
、
都

市
改
議
事
業
業
会
計
も
国
と
県
か
ら

の
補
助
金
の
減
少
に
よ
っ
て
事
業
の

縮
少
を
せ
ま
ら
れ
一
干
ち
九
十
万
余

円
を
減
額
し
ま
し
た
。
最
終
予
算
額

は
熱
療
所
会
計
百
五
十
万
余
向
。
都

市
改
造
会
計
一
は
五
平
方
向
か
ら
一
-
一
千

(
閲

八
街
方
《
円
に
へ
り
ま
し
た
。

五
・
八
%
〉
と
怠
っ
て
い
ま
す
。

⑦
特
別
会
計
で
は
、
競
齢
事
業
会
計
曹
収
支
出
状
況
・
総
額
二
十
一
一
一
一
横
五
干

に
咋
間
関
八
平
方
向
を
追
加
、
そ
の
総
九
百
万
円
の
詔
和
一
一
一
十
五
年
度
総
体

穣
を
八
億
一
一
千
品
川
百
万
余
円
と
し
た
予
算
の
一
一
一
月
末
に
お
け
る
収
支
は
、

ほ
か
、
関
保
亘
薬
会
計
に
医
療
時
間
の
収
入
二
十
}
億
一
千
一
一
一
百
万
全
円
を

給
付
費
そ
の
他
で
五
百
八
十
万
全
円
得
た
の
に
対
し
、
支
出
額
は
二
十
億

会
計
機
の
購
ス
‘
道
路
・
学
校
・
工

業
問
地
の
響
僚
や
戦
災
土
地
区
画
整

理
事
業
の
負
担
金
、
土
地
逗
良
事
業

費
、
高
浜
高
校
県
移
管
品
目
、
給
与
改

訂
に
よ
る
人
係
資
の
増
設
ど
数
多
く

の
支
出
を
追
加
、
今
期
一
一
憾
一
千
万

余
円
を
出
掛
品
観
し
て
最
終
予
算
額
は
九

億
四
千
九
百
万
余
円
に
の
ぼ
担
ま
し

た
。
と
の
予
算
の
収
入
窃
で
は
自
主

慰
源
が
七
億
一
一
一
千
八
百
万
余
円
ハ
七

七
・
八
%
〕
を
占
め
財
政
の
健
全
性

愛
訴
し
、
と
れ
に
対
す
る
支
出
面
て

っ
た
も
の
は
、

一
一
一
万
九
千
円
、
簡
易
水
道
会
計
の
一

千
二
百
六
十
五
万
余
円
、
都
市
町
出

会
計
の
七
吉
八
十
一
一
一
万
余
同
で
、
エ

れ
ぞ
れ
国
・
県
の
支
出
金
と
市
掴

(
留
置
か
ら
の
長
期
借
り
入
れ
金
)

の
収
入
が
お
く
れ
た
た
め
で
ナ
。

7 月 31 日〔月〉大野小学校
8 月 1 日(火〉見ßít合武道場

。 2 日(水〉平塚保健所

" 3 日(木〉富士見ノト学校
グ 4 日(金〉乎塚高等学校
" 5 臼〔土〉グ
が 7 日〔月〕裏釈農業会館

" 8 日(火〉須賀公民館
" 9 日〈水)J主総合武道場
仁〉待問。各会場とも午後 l 時

30分から午後 3D寺30分まで。

7 月 25 自(火〉向精小学校
グ 中原小学校

グ 26 日 c*) 城島小学校
グ 景因

。 27 日(木〉金目

グ 金田健民館

。 28日〔金〉土沢中学校

" M 公民館
グ 29日(土〉松原公民館

グ 八幡公民館

fI 31" C月〉神田小学校

保護者
氏名

a 

番地

生年月

月年



@陸士5000名・海士1500名

宝上1400名

@賓描 .18オ -25オ学歴不問

@靭世鎗 7 ， 600 円衣食支給

@応轟 7 月 26B までに市

役所総務寵へ手続きをとる

6 月 148 間会したことし第 2 四時の市議会定例会は、会期10 日閣をもって1îîiIÞ:功労者の表彰、

民主主委員の選任、氏擁速から直接請求のあった平塚1îî特別職員の給与に隠する条例改正の荷題

市民セ yターの建設など17議案を審議したほか、市議会正副議長の辞職を許可、 ζわしにともな

う新正副議長の選挙、常任特別各委員会委員の改選など数多くの案件を決定しました。



で
の
二
カ
月
樹
、
閉
間
関
中
無
休
で
毎
払
え
ば
場
内
の
男
友
更
衣
室
、
衣
服
統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
二
カ
月
開
の
水
は
揚
げ
し
お
の
と
吉
だ
け
海
水
が

0
・
・
注
意
「
(
い
で
に
も
う
ひ
と
つ
、

白
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
利
あ
ず
か
り
所
、
下
足
あ
ず
か
り
一
句
プ
i
i
H
入
場
入
績
は
の

A
九
万
二
千
は
い
担
、
ふ
だ
ん
は
場
内
に
ほ
ら
れ
プ
!
ん
に
い
く
と
曹
は
、
た
く
さ
ん

用
で
古
る
。
入
場
判
明
は
大
人
二
十
円
質
重
品
あ
ず
か
り
所
、
自
転
車
あ
ず
四
百
人
を

ζ

え
、
真
裏
の
ひ
る
さ
が
た
拝
戸
か
ら
の
真
水
を
使
っ
て
る
。
の
お
金
や
必
嬰
の
な
い
も
の
は
で
き

子
供
十
円
で
飽
和
な
隠
数
券
も
入
口
か
り
所
は
す

A
て
無
制
料
。
ほ
か
に
救
り
に
は
最
高
四
千
人
が
入
場
し
た
凶
真
水
一
一
一
、
海
水
一
の
観
り
合
い
だ
と
る
だ
け
も
っ
て
い
か
な
い
こ
と
。
も

で
発
売
し
て
い
る
。
回
数
券
は
一
一
世
自
殺
袋
、
売
店
、
使
罰
則
、
シ
ャ
ワ
ー
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
一
一
カ
月
間
の
入
い
う
。
昨
年
ま
で
は
、
大
人
前
プ
ー
っ
て
い
っ
た
と
き
は
必
ず
震
髪
高
あ

向
ハ
十
一
枚
券
〉
と
阻
混
同
(
二
十
施
設
が
あ
る
。
場
制
収
入
は
百
五
万
一
一
千
円
ポ
ツ
キ
ル
題
側
は
深
さ
一
一
一
・
七
H
M
で
飛
び
込
ず
か
り
所
へ
、
た
だ
で
安
全
に
保
昏

一
ニ
枚
ぎ
の
二
種
類
。
入
場
棋
だ
け
o
i
プ

1

ん
の
係
で
あ
る
民
生
課
の
り
。
プ
ー
ル
運
営
繋
は
、
施
設
猿
衛
生
口
が
あ
っ
た
が
二
」
の
付
近
で
の
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
け
が
や
気
分

A

、
事
設
が
多
い
の
と
用
水
不
足
を
篠
う
が
態
く
な
っ
た
と
嘗
は
数
議
所
を
早

三
一
一
へ
の
サ

i

ピ
ス
奪
三
ハ
れ
ま
で
践
を
あ
げ
て
串
に
利
用
す
る
と
長
。
白
書
護

同
し
ま
っ
た
。
学
校
出
身
の
附
酬
を
曹
の
看
護
婦
さ

ご
民
一
一
ト
ン
め
識
を
か
い
だ
す

o
i
害
関
プ
ー
ル
に
働
く
繍
霊
ん
が
専
径
三
島
て
い
る
し
関
空

1
1
6

一
聞
は
男
女
二
十
五
人
、
こ
の
う
ち
一
一
一
、
底
部
会
を
通
じ
て
海
岸
方
面
の
お

。
費
、
臨
時
職
員
の
人
件
費
な
ど
も
ふ
人
は
水
泳
に
自
信
の
あ
る
市
内
信
佳
原
著
さ
ん
に
い
つ
で
も
み
て
も
ら
え

方
畏
く
め
て
年
々
二
百
五
十
万
円
淫
度
だ
の
大
学
位
守
民
生
議
の
織
員
と
と
も
る
よ
う
遼
絡
が
つ
い
て
い
る
と
い
う

ま
明
と
い
う
か
ら
百
五
十
万
円
空
襲
に
場
内
の
襲
と
霊
防
止
に
あ
た
o
i
蓄
の
に
ぎ
わ
い
が
消
え
て
海

州
制
源
か
ら
出
て
ド
る
計
算
。
そ
れ
に
し
っ
て
く
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
の
潮
風
が
つ
め
た
く
在
る
夕
方
、
排

一
一
て
も
百
五
十
万
円
で
九
万
人
に
一
夏
事
伎
が
起
古
る
。
昨
年
は
心
臓
マ
ヒ
水
さ
れ
た
深
い
プ
ー
ル
の
底
で
、
民

げ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で
嘗
る
と
は
や
り
が
い
の
で
一
人
死
亡
、
お
ぼ
れ
か
け
一
時
潤
華
社
会
重
量
と
臨
時
霊
会

引
車
問
あ
る
仕
事
だ
。
半
の
人
工
呼
吸
で
や
っ
と
よ
み
が
え
買
が
、
水
気
を
ふ
く
ん
だ
重
た
い
砂

唆
猛

0
・2

こ
の
市
世
間
プ
i
ル
は
、
昭
和
十
つ
っ
た
も
の
一
一
入
、
そ
の
い
ず
れ
も
を
か
い
だ
ナ
。
一

g
お
曹
の
蚤
労
働

刈
ト
二
年
、
当
時
の
金
で
総
工
質
問
万
円
元
気
な
青
年
だ
っ
た
と
い
う
。

v」
の
バ
ケ
ツ
に
五
十
パ
イ
を
こ
え
る
砂
は

が
ピ
也
ぞ
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
ナ
ほ
か
「
あ
っ
、
も
ぐ
っ
ち
ゃ
っ
た
一
一
ト
ン
ぐ
ら
い
に
の
ほ
る
こ
と
も
あ

ぎ
う
で
に
一
一
十
里
総
当
市
民
の
健
康
ぞ
」
と
い
っ
て
助
廿
ら
れ
ゑ
唱
が
こ
る
と
い
う
。
「
プ
ー
ル
に
は
い
る
ま

誌
と
憂
の
た
の
し
み
霊
号
室
。
十
よ
一
一
丈
は
あ
る
と
い
う

a
事
故
え
に
は
、
必
ず
警
告
落
し
て
も

潤
を
現
在
は
、
成
人
間
プ
ー
ル
五
十
×
ニ
飴
止
の
方
法
@
準
備
体
擦
を
す
る
ら
い
た
い
。
」
と
は
、
ひ
た
い
の
汗

盤
砂
十
れ
水
深
一
z

一
ム
ハ
れ
(
九
コ
!
と
と
i
@
プ
ー
ル
に
は
い
る
ま
え
こ
を
ふ
宮
窓
が
ら
民
生
課
題
が
も
ら
し

ぶ
る
の
ほ
か
、
婦
人
用
ブ
ー
ル
一
一
十
必
ず
顕
一
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
室
。

ι

持
政
一
山
双
松
川
刊
わ
か

獲
縫
×
十
五
H
川
水
深
0
・
八t
一M
と
子
と
、
と
い
う
平
凡
な
邸
答
が
得
ら
れ
と
な
る
と
量
ぎ
一
一
ト
ン
に
も
怠
る
と

写
作
供
プ
ー
ル
深
ざ
O
e
一
一
H叫
0
・
四
た
。
だ
れ
で
も
常
識
と
し
て
知
っ
て
い
う
う
そ
の
よ
う
な
話
だ
。

H
川
、0
・
A
H
判
の
一
一
一
段
階
が
あ
る
。
い
る
こ
と
だ
。
叩
門
広
報
記
者
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おうちにいる人が対象
無料着基のままできる

衛生課では、おうちで童話くお母ざ
んなど健康診断を受ける機会のT
くない人を対象に、レントゲン車
による結核健康診断を五郎函中です
制金は無制。ホック、ボタンのな

いシャツなら着たままでわずか 2
~3分でナむ簡単なもの。
7 月 178 (前)立野町公議内

〈後〉新宿泊円寺境内
ρ 188 (前〉見間合体育館・前

〈後)平家主器使関よこ
グ 羽田(前)紅谷町公霊童内

〈後証明石町公盟内
11 20日 f前〉撲著書小学校 校庭

〈後〕倉田病院…うら手
p 21臼〈前〕須馬ふみきりょこ

〈後〕策室雲公鼠内
h 24日〈前〕松顔公民館前広務

(後)馬入青年会館前
b 25日〈前)神間農業協商組合

{後〉泊村公民館......富在

p 268 (高官〉大神公民館。…υ前

(後〕横内公民館…・阿部

11 27尽く前)陣原公民館…日前
(後)中原公民館…目前

11 28臼(苦言〕大野八綴公民館前

(後〉大E日大野脊果店内
I! 31日憎む)四ノ宮公民館白ÐíJ

(後〕大野小学校…校庭

8月 18 (前)大野支所……前

(後〉東中民主公民館広場
グ 28  (諮〕小峯・矢野福蔵方

f後〕豊中治!W15分間前
b 3 臼(官官)盛田公民館・ 宮古

(後)担E島小学校佼庭

p 4 臼〈直立)大島・十輪寺境内

(後〕下島@山梨根ーフヲ

グ 7 日〈吉的関

〈後〉グ

グ 8 日〈前〕入山瀬・長谷川方
〈後〉岡筒大j胞の赤坂

官庁(前〕金田龍
(後)長持 a

1I 10臼(前)寺在日縄集会所 前

〈後〕銀島集会所…書官

1/ 11日(能〕土展矢沢青年会館
〈後〉土屋小学校校庭

11 178 (吉甘〉土沢出張所前広場
く後〕吉沢小学校ー・校庭

" 18日〔前〉公所青年会重富・部
〈後〉摂夜間八鎖!神社前

/1 218 (前〉出縄公民銭円前
〔後〉万悶寺ilI集会所吉E

I! 22日〈前)下山下集会所"'!W
〈後〕車重大館クリーニング属高官

①
 

O
-
a七
万
一
一
回
か
ら
市
営
抽
ケ
一
蹴
プ

ー
ん
が
開
場
、
首
を
長
く
し
て
い
た

カ
ツ
パ
擦
で
皐
く
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
間
開
場
町
田
開
は
八
月
一
一
一
十
一

争ラジオーニッポン放

送毎週日朝8.20-35

2みんなの広場(森繁

久弥・フランキー境・

小林桂樹・杉村春子・

中村メイ子・東野英治

郎)ドラマ、録音構成

静テレピ .NTV 毎

週日朝8.45-9ω=対

談 くらしの気象台(
武村忠雄・御手洗辰雄

杉葉子など)。
この番組にFイヤノレを i

お合せください(選管) ji 

ラジオ a テレビ



(4) 

当寺現住石田文昭上人は多年

宗祖一遍上人の諮録の研究11:刀
をそそぎ現代語訳に苦辛をかさ
ねている。その完訳の日をひた
すら怒待したい。

なお当特の門前に続く道路は
慶長吉年 (1604) 以前の東海道

の遺蹟であるとヱミわれている。

妥

平塚市本宿柳町の南裏通りに
教善寺がある。 m内ただひとつ

の時宗寺院である。

持主主は鎌倉時代の念、仏{量一遍
智主主 (123宮 87) またの名遊行
上人が開いた宗門である。一極

上人の念仏はいわゆる斉唱念仏
で鉦の音にあわせながら大声で
となえるのが特徴で、上人がこ

れを唱えると念、衆は法悦に歓喜
しつつ踊りあがって唱和したと

いうことである。 昨年秋東京国
立博物館に開催された日本国宝
展に内伊筆のぺ陸上人絵伝が出
陳されていたが、そのひとこま

に大衆が磁躍して念仏しあって

いる場面があった。一遍という
僧はよほど不思議な念力をそな

えた太徳であったらしい。
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豊で霊長霊童書喜重 RZ 主主主喜夫事会1F T 
E語いもめ決よたるいことつと方選のよ踊〕 メn'
大。ので智りせと、とあたで法動わいじ J ノJ
清 かや家日てか掃曹まの連軍とか智弘;;;;:
7J< らつの常やし除草走りが動身しる算三主長

室 足量宅語宝石室雫議富害事支票差富議
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夜より昼間人口が少ない

毎日 26.000 人も流出入

E認のときの市内の総人口〈夜間〕

は108.279人でしたが、このうち市外

へi毘勤通学する人は 15 ， 536入、反対

に市外から平塚市へかよってくる入

は 1仏865人でした。したがって毎日

26.000人をこえる人が平家市に出入

りしている計算です。この人口の流

出入の関係をみますと、 4.671 人が

流出趨i1'!lとなり、市の主主騎人口は

103.608人にへることがわかむまし

た。県下で、昼間の人口が夜溜人口

をよまわる、つまり流入人口が流出

ナる人口より多いまちは、 Jli鱒、小

田爆の 2 市と箱根、自主閥、綾耳襲、南

足柄の 4 町だけです。


